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奈良県では、昭和44（1969）年7月に旧同和対策事業特別措置法が制定されたのを記念して、毎年7月を
「差別をなくす強調月間」として、あらゆる差別をなくすための様々な取組みがおこなわれています。
人権問題の解決には日常的なたゆまない努力が必要であることは言うまでもありませんが、葛城市でも強調

月間を定めることによって、人権教育運動（市民）・人権啓発（行政）・人権教育（教育委員会）が互いに連
携して、集中的に取組みを進めようとしています。

◇◇差別をなくす市民集会◇◇
▼日　時：7月8日（土） 開会 午後1時30分　　　　　　　　　
▼場　所：葛城市新庄文化会館　マルベリーホール　　　　　　　
▼講　演：人権問題の現状と課題　－両側から超える－
▼講　師：部落解放同盟中央執行委員・県連書記長

天理大学非常勤講師　　辻本
つじもと

正教
まさのり

氏

7月は「差別をなくす強調月間」です。
みなさま、ぜひご参加ください。
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毎年7月は『差別をなくす強調月間』です

人権とは何かを確認し合い、部落問題をはじめあらゆる人権問題の解決を目指し、地域社会における人権意
識の向上を図り、「差別のない明るいまちづくり」を進めるために教育委員会が実施する講座です。多数の市民
の方々が参加されることを希望しています。

●人権教育講座

あ
講座名 日　　時 場　　所 講　　師 テーマ 定員 負担金
1
1
2
1
盲
3
8
4
1
a
a
a
あ
あ
あ

講座名 日　　時 場　　所 講　　師 テーマ 定　員 負担金

無料

無料

1,000円
（食事）

無料

制限なし

制限なし

45人

制限なし

「インターネット上
における人権侵害事
象について」

盲導犬と
人生を楽しむ

人権について知る
（坂田三吉の

生涯を知る）

金子みすゞの
感性に触れよう

中野　博章(「奈良県
インターネット掲示
板差別書き込みにつ
いて考えるプロジェ
クト会議」事務局長)

岩本　士
（盲導犬使用者の会

理事）

舳松
へのまつ

歴史資料館員

中川　真昭

當麻文化会館

中央公民館

舳松
へのまつ

人権歴史
館、与謝野晶
子文芸館

當麻文化会館

7月22日（土）
13：30～2時間程度

9月　9日（土）
13：30～2時間程度

10月24日（火）
8：40～16：30

11月24日（金）
13：30～2時間程度

1講座

2講座

3講座

4講座
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

●人権啓発ポスター・標語
「強調月間」の取組みの一環として、住民の人権意識の高揚を図るために、啓発ポスター（小学生・中学生）

及び標語（中学生）を募集しました。その結果、次のとおり応募がありました。

（啓発ポスター） 葛城市内小学校　　　低学年―352点　　中学年―454点　　高学年―567点
葛城市内中学校　　　694点

（標　語） 葛城市内中学校　　　548点

★第3講座現地学習について
○募 集 期 間：9月1日（金）～ 9月29日（金）
○申し込み方法：葛城市人推協の加盟団体の理事、事務局（布施正保　忍海集会所　163-1431）、

又は教育委員会（西村正希　生涯学習課　148-2811）にお願いします。
なお、定員（45名）になり次第、締め切らせていただきます。

次に、「人権標語作品」をいくつか紹介しましょう。

○ 悪口は　あなたの顔を　鬼にする！ ○ 助け合う　心がむすぶ　仲間の輪
○ 明るい未来を　開くのは　私たち ○ わかり合う　あなたの思い　わたしの思い
○ その言葉　ホントに言って　いい言葉？ ○ 勇気こそ　差別をなくす　新たな芽
○ 考えよう　自分の行動　他人の気持ち ○ 咲かせよう　優しい心　いつまでも
○ 差別の芽　のびる前に　つみとろう ○ 生きるとは　人と人の　支えあい！！
○ 目指そうよ　みんなが笑顔の　毎日を ○ 思いやり　きみのその手で　届けよう！！

これらの作品を通して、私たちは子どもたちが学校で学んでいる人権教育の内容を知り、子どもたちの素直
な気持ちを大切に育てる責任があることを心に刻みましょう。

（人権政策課）
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ここに、啓発ポスターの応募作品を4点紹介します。
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ジジ
ャャ
ムム
づづ
くく
りり

6
月
4
日
、
大
畑
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
新
庄
中
学
校
ホ

ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
11
名
が
、
イ
チ
ゴ

ジ
ャ
ム
づ
く
り
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
昭
和
50
年
代
よ
り
ジ
ャ
ム
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
収
穫
し
た
て
の
イ
チ
ゴ
を
利
用
す
る

の
が
特
徴
で
す
。
イ
チ
ゴ
を
釜
に
入
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に

応
じ
て
砂
糖
と
レ
モ
ン
を
加
え
約
2
時
間
煮
詰
め
、
出
来

上
が
っ
た
ジ
ャ
ム
を
ビ
ン
に
詰
め
、
煮
沸
消
毒
を
し
て
3

2
0
個
（
2
0
0
ｇ
）

が
完
成
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
み

ん
な
で
作
っ
て
楽
し

か
っ
た
。
学
習
し
た

こ
と
を
活
か
し
て
家

で
も
作
っ
て
み
た

い
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

親親
とと
子子
のの
スス
キキ
ンン
シシ
ッッ
ププ

『『
子子
育育
てて
体体
操操
教教
室室
』』

（（
子子
育育
てて
支支
援援
事事
業業
））

6
月
2
日
に
歴
史
博
物
館
で
、
6
月
7
日
に
當
麻
総
合

体
育
館
に
お
い
て
、
親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
『
子
育
て

体
操
教
室
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
0
〜
3
歳
く
ら
い
ま
で
の
お

子
さ
ん
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
約
1
0
0
名
ず
つ
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
講
師
・
白
石
睦
氏
を
中
心
に
、
子
ど
も
と
お
母

さ
ん
が
輪
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
た
り

で
ん
ぐ
り
か
え
り
を
し
た
り
と
、
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
の
合
間
に
な
さ
れ
た
子
ど
も
と
の
触
れ
合

い
方
な
ど
を
含
め
た
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お

話
を
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

富富
貴貴
蘭蘭

ふふ
うう
きき
らら
んん

づづ
くく
りり
名名
人人

仲
嶋
政
喜
氏
（
新
庄
）
は
、
平
成
8
年
よ
り
富
貴
蘭
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
全
国
富
貴
蘭
会
美
術
品
評

会
で
は
、
平
成
11
年
よ
り
8
年
連
続
で
入
賞
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、「
慶
賀
」
で
農
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

富
貴
蘭
は
山
野
に
自
生
す
る

ラ
ン
科
の
小
さ
な
植
物
で
、
変

化
に
富
む
葉
の
面
白
さ
、
空
中

に
張
る
根
の
美
し
さ
、
そ
し
て

蘭
特
有
の
優
雅
な
花
の
香
り
を

楽
し
み
ま
す
。

仲
嶋
氏
は
、「
富
貴
蘭
づ
く

り
の
技
術
が
評
価
さ
れ
て
嬉
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
受
賞
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

橋橋
本本
昭昭
次次
氏氏
にに
瑞瑞
宝宝
単単
光光
章章

ずず
いい
ほほ
うう
たた
んん
ここ
うう
しし
ょょ
うう

元
奈
良
県
中
和
広
域
消
防
組
合
消
防
司
令
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対

し
、
橋
本
昭
次
氏
（
當
麻
）
が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功

績
を
讃
え
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

尾尾
上上
一一
雄雄
氏氏
にに
旭旭
日日
単単
光光
章章

きき
ょょ
くく
じじ
つつ
たた
んん
ここ
うう
しし
ょょ
うう

元
當
麻
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

福
祉
向
上
や
教
育
振
興
等
、
旧
當
麻
町
の
地
方
自
治
伸
展

に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
尾
上
一
雄
氏
（
兵
家
）
が
、

旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功

績
を
讃
え
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

故故
　　
早早
田田
幸幸
則則
氏氏
にに
旭旭
日日
単単
光光
章章

元
新
庄
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

福
祉
向
上
や
教
育
振
興
等
、
旧
新
庄
町
の
地
方
自
治
伸
展

に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
早
田
幸
則
氏
（
新
庄
）
が
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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『
給
食
に
地
元
野
菜
』

6
月
1
日
、
浄
正
院
保
育
園
で
、
安
心

安
全
な
農
産
物
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
お
う
と
、
地
元
野
菜
の
利
用
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
調
印
式
は
、
y
川
義
彦
市
長
が

立
ち
会
う
中

で
、
浄
正
院
保

育
園
（
安
川
英

子
園
長
）
と
か

つ
ら
ぎ
食
育
研

究
会
（
今
村
知

子
会
長
）
が
、

食
育
に
関
す
る

協
定
を
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

締
結
後
、
西
室
の
生
野
典
夫
氏
の
畑
で

玉
ね
ぎ
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
、
園
児
44

名
が
玉
ね
ぎ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

園
児
た
ち

は
、
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も

次
々
と
玉
ね
ぎ

を
掘
り
出
し
、

約
10
分
で
5
0

0
株
の
玉
ね
ぎ

が
土
の
中
か
ら

顔
を
出
し
ま
し

た
。

収
穫
さ
れ
た

玉
ね
ぎ
は
当
日

の
給
食
に
調
理

さ
れ
、
園
児
た

ち
は
、
「
私
の

掘
っ
た
玉
ね
ぎ

!!
」、「
お
い
し

ー
い
Q
」
な
ど

と
言
い
な
が

ら
、
玉
ね
ぎ
の

た
っ
ぷ
り
入
っ

た
シ
チ
ュ
ー
を
味
わ
い
ま
し
た
。

市
長
は
、「
生
産
者
と
消
費
者
が
交
流
を

深
め
る
な
ど
、
食
育
運
動
の
一
つ
の
モ
デ

ル
を
提
示
す
る
実
践
と
し
て
評
価
し
た
い
。

家
庭
や
学
校
で
の
教
育
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
食
文
化
の
継
承
な
ど
に
も
努
め
て

も
ら
い
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
青
少
年
が
豊
か
な
個
性
と

能
力
を
培
い
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

社
会
全
体
の
願
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
少
年
の
人
口
比

に
お
け
る
増
加
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

図
書
類
か
ら
有
害
な
情
報
が
氾
濫
す
る
な

ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
憂

慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
で
は
７
月
を
、
奈
良
県
で
は
児
童
・

生
徒
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
毎
年
７
・
８
月

を
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強

調
月
間
」
に
定
め
、
青
少
年
の
非
行
防
止

の
徹
底
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
啓
発
活
動
と
も
協
調
を
図
る

中
で
、
非
行
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
非
行
を

早
く
発
見
し
て
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
非
行
に
走
ら
な
い

よ
う
に
、
お
互
い
が
温
か
く
見
守
っ
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

育
て
よ
う
　
地
域
の
子
、

目
を
か
け
、
声
か
け
、
心
か
け

葛
城
市
教
育
委
員
会

葛
城
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

7
・
8
月
は

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
む
強
調
月
間
」
で
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
中
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。）

に
、
《
児
童
手
当
現
況
届
》
を
児
童
福
祉

課
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

未
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
引
き
続
　

き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課

1
（
48
）
2
8
1
1

内
線(

2
1
0
5)

ま
で

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

毎
年
7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

葛
城
市
に
お
い
て
も
、住
民
の
皆
さ
ん
が

共
に
支
え
あ
い
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅
広
い

活
動
の
展
開
に
よ
り
、人
権
を
尊
重
し
差
別

を
な
く
し
、青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
明

る
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
よ
う
、こ
の

運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
課
）

第
56
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

じ
ょ
う
し
ょ
う
い
ん



平成17年中の所得申告はお済みでしょうか？
たとえ、平成17年中に所得がなかった方でも各種所得証明書の発行や、国民健康保険税の算定に必

要ですので、必ず市県民税の申告をしてください。

6広報「 」平成18年7月号

市県民税（普通徴収）の納付月は7月（第1期）、9月（第2期）、11月（第3期）の3回で、国民健康保険税は
7月から翌年2月までの8回です。納期限は下記のとおりです。

税目
全期 第2期 第3期　　第4期 第5期 第6期　第7期　　第8期

市県民税
(普通徴収) 7/31 10/2 11/30
国民健康保険税 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 H19/1/31 H19/2/28

口座振替納税をご利用の方は上記納期限に指定の口座から振替します。
市県民税（普通徴収）は第1期の納期限までに第2期、第3期分を合わせて納付（全期前納）されますと、前

納報奨金が交付されます。国民健康保険税については、前納報奨金の交付はありません。
※　給与所得者の方で勤務先の給料から市県民税を納める方（特別徴収）は「平成18年度市県民税課税決定
通知書」を勤務先に送付していますので勤務先を通じてお受け取りください。

7月は平成18年度市県民税（普通徴収）と
国民健康保険税の納付月です！
納税通知書は7月11日頃に送付します。

（納税通知書が7月19日頃を過ぎてもお手元に届かない場合は、税務課までご連絡ください。）

口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。
また、うっかり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
申込み手続きは、市指定の金融機関及び郵便局でできます。申し込み日の翌納付月分から口座振替で

きます。

★市県民税の申告について

（税務課・収納課）

★安全で便利な口座振替制度をご利用ください！

１． 老年者控除の廃止
65歳以上で合計所得金額が1,000万円以下の方に「老年者控除」として48万円の所得控除がありまし

たが、平成18年度課税分から廃止されます。
それに伴って、65歳以上の方も配偶者と死別・離婚された場合、一定の要件を満たせば寡婦（寡夫）

控除が受けられるようになりました。

２． 公的年金等の控除額引き下げ
平成17年度まで、65歳以上の方の公的年金等に対しては最低140万円の控除がありましたが、平成18

年度課税分から最低120万円に引き下げられました。
これに伴い、国民健康保険に加入されておられる方で、年金所得・合計所得金額が増加する方につい

ては、相当分の保険税が増加することになります。
なお、65歳未満の方の控除については変更ありません。

平成18年度の市県民税の改正について
税制改正により、平成18年度の市県民税が次のように変わりました。

第1期
全 期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期税　目

市県民税
(普通徴収) 7/31 10/2 11/30

国民健康保険税 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 H19/1/31H19/2/28
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●65歳以上（昭和16年1月1日以前生まれ）の方
平成17年度まで 平成18年度から

公的年金等の収入金額 公的年金等控除額　　 公的年金等の収入金額 公的年金等控除額
260万円以下 140万円 330万円以下 120万円

260万円超460万円以下 収入金額×25%＋ 75万円　330万円超410万円以下　収入金額×25%＋37.5万円
460万円超820万円以下 収入金額×15%＋121万円　410万円超770万円以下　収入金額×15%＋78.5万円
820万円超 収入金額× 5%＋203万円　770万円超 収入金額×5%＋155.5万円

３． 老年者非課税措置の廃止
平成17年度まで、65歳以上で前年の合計所得

金額が125万円以下の方は非課税でしたが、そ　　
の措置が廃止されました。
ただし、経過措置として、平成17年１月１日

現在65歳以上で平成17年分の所得が125万円以
下の方には、平成18年度課税分については所得
割額及び均等割額をそれぞれ2／3ずつ減額し、
平成19年度課税分（平成18年分の所得が125万
円以下の方）についてはそれぞれ1／3ずつ減額
します。

４． 定率減税の縮減
平成17年度まで、所得割額の15％が一律に減税（上限額4万円）されていましたが、平成18年度課税

分（平成17年中の所得にかかる分）は減税額が半減されました。

区分 現行 改正後
減税額 減税額上限 減税額 減税額上限

市県民税 所得割額×15％ 4万円 所得割額×7.5％ 2万円
（参考）
所得税 所得割額×20％ 25万円 所得割額×10％ 12万5千円

上記の改正は、市県民税については平成18年度（平成17年1月１日～12月31日の所得）から、所得税
については平成18年分（平成18年1月1日～12月31日の所得）から適用。

５． 均等割及び所得割非課税判定額の改正
合計所得金額が次の算式により算出される金額以下であれば非課税になります。

改　正　前 改　正　後
均等割非課税：合計所得金額 A 280,000円 280,000円
≦ A×（１＋扶養の数）＋B B 176,000円 168,000円
所得割非課税：合計所得金額 A 350,000円 350,000円
≦ A×（１＋扶養の数）＋B B 350,000円 320,000円
(注) Bは、扶養がある場合加算

６． 均等割を負う夫と生計を一にする妻の均等割額
平成16年度まで、均等割を納める夫と生計を一にする妻で夫とともに葛城市内に住所を有する方につ

いては均等割がかかりませんでした。この措置は廃止され、平成17年度課税分は経過措置として1／2課
税となっていました。平成18年度課税分(平成17年中の所得にかかる分)からは全額（市民税3,000円　県
民税1,500円（森林環境税を含む。））課税になりました。

７． 奈良県森林環境税の新設
県内の森林環境の保全及び森林をすべての県民で守り育てる施策の経費に充てるため、平成18年度か

ら平成22年度まで、県民税の均等割額に500円が加算され、1,500円になりました。
◎森林環境税のお問い合わせは　奈良県税務課　1 0742-27-8363 まで

（税務課）

平成17年度まで 非課税

平成18年度 税額の2／3を減額

平成19年度 税額の1／3を減額

平成20年度から 通常の課税

区　分

市県民税
（参考）
所得税 所得税額×20％

所得割額×15％
減　税　額 減　税　額

所得割額×7.5％

所得税額×10％25万円

4万円
減税額上限 減税額上限

2万円

12万5千円

現　　　行 改　正　後

均等割非課税：合計所得金額
≦ A×（１＋扶養の数）＋B

所得割非課税：合計所得金額
≦ A×（１＋扶養の数）＋B

A

A
B

B

改　正　前 改　正　後
280,000円 280,000円
176,000円 168,000円
350,000円

320,000円
350,000円

350,000円
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所得段階 対　象　者 平成18年度 平成19年度 平成20年度

率 保険料 率 保険料 率 保険料

第

改

段

本

改

段

市

改

段

第

が

か

は

市

が

か

は

本

が

か

は

市

が

か

は

注）平成17年1月1日において65歳未満の方はこの措置の対象になりません。

参考）第1～3段階の内訳

第1段階 市民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、生活保護者の方

第2段階 市民税世帯非課税で課税年金収入＋合計所得金額の合算額が80万円以下の方

第3段階 市民税世帯非課税で課税年金収入＋合計所得金額の合算額が80万円超の方等

一人ひとりの保険料は介護保険の大切な財源です。みなさまのご理解とご協力をお願いします。
（高齢福祉課　介護保険係）

広報「 」平成18年7月号

平成18年度及び19年度における
介護保険料の激変緩和について

保険料設定は、市民税非課税世帯層と本人課税層によって区分されています。

税制改正により、高齢者（65歳以上）の市民税非課税措置が廃止され、本人非課税層の方が課税層になるこ
とが考えられます。
そのため、税制改正により保険料の所得段階が上がった場合、保険料負担の急激な増加を避けるため、保険

料率を段階的に引き上げていく措置がとられます。
なお、同じ世帯に属している人でも、どの所得段階で保険料を納めるかは個人ごとに決まります。

対象となる方の所得段階別介護保険料（年額）

所得段階 対　象　者
平成18年度 平成19年度 平成20年度

率 率 率保険料 保険料 保険料

第4段階

本人が市民税非
課税で、世帯内
に市民税課税者
のいる方

第5段階

本人が市民税課
税されている方

①

②

③

①

②

③

④

・市民税非課税者で、かつ税
制改正がなかった場合には
第１段階に区分される人

・市民税課税者で、合計所得
金額が200万円未満の人で　
あり、かつ税制改正がなか　
った場合には第1段階に区　
分される人

・市民税非課税者で、かつ税
制改正がなかった場合には
第2段階に区分される人

・市民税非課税者で、かつ税
制改正がなかった場合には
第3段階に区分される人

・市民税課税者で、合計所得　
金額が200万円未満の人で　
あり、かつ税制改正がなか
った場合には第2段階に区
分される人

・市民税課税者で、合計所得　
金額が200万円未満の人で
あり、かつ税制改正がなか
った場合には第3段階に区
分される人

・市民税課税者で、合計所得
金額が200万円未満の人で
あり、かつ税制改正がなか
った場合には第4段階に区
分される人

0.66

0.66

0.83

0.75

0.75

0.91

1.08

32,500円

32,500円

40,800円

36,900円

36,900円

44,800円

53,100円

0.83

0.83

0.91

1.00

1.00

1.08

1.16

40,800円

40,800円

44,800円

49,200円

49,200円

53,100円

57,100円

1.00

1.00

1.00

1.25

1.25

1.25

1.25

49,200円

49,200円

49,200円

61,500円

61,500円

61,500円

61,500円

第1段階

第2段階

第3段階

市民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、生活保護者の方

市民税世帯非課税で課税年金収入＋合計所得金額の合算額が80万円以下の方

市民税世帯非課税で課税年金収入＋合計所得金額の合算額が80万円超の方等
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●●●こんにちは地域包括支援センターです●●●
このたびの介護保険制度の見直しにおいて、本来の介護保険法のねらいである「地域包括ケア」の考え方、

すなわち高齢者が住みなれた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続することができることを目指すために、
市町村の責任において地域包括支援センターが設置されました。

☆地域包括支援センターとは・・・
① 自立して生活できるように支援します

介護認定を受けている方で、要支援1・要支援2と認定された方や認定を受けていないが、支援が必
要となるおそれの高い方について、介護予防サービスを受けるための相談に応じ、介護支援計画（やり
たいこと、できるようになりたいことを目標に）を作成し、少しでも自立した日常生活が継続できるよ
うに支援します。

② みなさんの権利を守ります
高齢者のみなさんが安心して暮らすために、たとえば認知症になり頼る家族がいなく財産管理に不安

を感じたときに「成年後見制度」の紹介や手続きの支援を行います。また、虐待の早期発見・把握に努
め対応します。

③ なんでもご相談ください
高齢の皆さんやその家族、近所に暮らす人の介護に関する相談や生活の中で困っていることなどに対

して、適切なサービス機関への紹介や助言を行います。
④ さまざまな方面からみなさんを支えます

みなさんを直接支援する他に、より暮らしやすい葛城市にするため、さまざまな関係機関とのネット
ワーク作りをおこないます。
このような仕事をするのが地域包括支援センターです。みなさんが、いつまでも健やかに住みなれた

地域で自立した生活ができるようにみなさんのご意見、アイデアをいただきながら取り組んでいきます
のでお気軽にお声をかけてください。

◎詳しくは地域包括支援センター 1（48）2811（内線2161）まで

6月号でお知らせしました、障害者自立支援法における新たな障害福祉サービス（介護給付と訓練等給付）を
利用するには、まず、市に申請をし、聞き取り調査を経て、支給決定を受ける必要があります。
特に介護給付では、現在かかっておられる主治医から、市が意見書（医師意見書）をもらったり、障害保健

福祉をよく知る委員で構成された「審査会」の判定を受けなければなりません。

＜介護給付支給決定までの流れ＞
① 相談
② サービス利用の申請
③ 聞き取り調査 ・障害程度区分認定調査（106項目）

・概況調査 市の職員がうかがいます。
・サービスの利用意向の聴取

④ 一次判定（コンピューター判定） 申請された方の同意をいただき

⑤ 二次判定（審査会） 医師意見書 市から主治医に請求し、市が受
領します。

⑥ 障害程度区分の認定・・・介護給付では区分1～6の認定が行われます。
⑦ 概況調査

（地域生活・就労・日中活動・介護者・居住など） ③の聞き取り調査の中で
⑧ サービスの利用意向の聴取 同時に行います。

審査会の意見聴取
⑨ 支給決定・・・障害福祉サービス受給者証の交付

＊ 今までの「支援費制度」で今後の「介護給付」にあたるサービスを、現在ご利用中の方には、順次、
サービス移行手続きの連絡をさせていただいております。ご協力よろしくお願いします。

＊ 新たにサービスの利用を希望される方は、社会福祉課までご相談ください。

障害者自立支援法　－障害福祉サービスの支給決定－
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7
月
1
日
よ
り
、「
ゴ
ミ
袋
透
明
化
」

い
よ
い
よ
本
格
実
施
！

（
透
明
・
半
透
明
袋
以
外
の
ゴ
ミ
は
収

集
し
ま
せ
ん
。）

日
常
生
活
に
伴
っ
て
生
じ
る
家
庭
ゴ
ミ

は
、
現
在
黒
色
や
不
透
明
な
袋
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
、
紙
袋
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ

の
中
に
は
、
異
物
（
カ
ン
、
ビ
ン
、
ガ
ラ

ス
な
ど
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）
が
多
く
混
じ

っ
て
い
て
、
収
集
作
業
中
の
ケ
ガ
や
作
業

車
の
火
災
、
焼
却
炉
の
故
障
の
原
因
に
な

り
、
環
境
保
全
の
た
め
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
適
正
に
、
安
全
に
処

理
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
促

進
す
る
た
め
7
月
1
日
よ
り
透
明
・
半
透

明
袋
の
み
に
よ
る
収
集
を
完
全
実
施
い
た

し
ま
す
。

こ
の
切
り
替
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
に
、
ま
た
安
全
で

安
心
で
き
る
葛
城
市

の
ゴ
ミ
処
理
を
続
け

て
い
く
た
め
ひ
と
り

ひ
と
り
の
、
ま
た
各

ご
家
庭
で
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」

◎
半
透
明
の
袋
と
は

新
聞
の
文
字
が
見
え

る
く
ら
い
の
透
明
度

の
も
の
。

◎
危
険
物(

ス
プ
レ
ー

缶
や
携
帯
ガ
ス
ボ
ン

ベ
等)

や
不
燃
物
を
混

入
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

〇

こ
の
ご
ろ
子
供
が
部
屋
に
閉
じ
こ
も

り
っ
ぱ
な
し
だ
。

〇

他
人
が
自
分
の
こ
と
を
悪
く
言
っ
て

い
る
と
か
、
色
々
な
命
令
を
す
る
声
が
　

聞
こ
え
る
と
い
う
。

〇

訳
も
わ
か
ら
ず
暴
力
を
ふ
る
う
の
で

困
っ
て
い
る
。

〇

精
神
科
の
お
医
者
さ
ん
に
連
れ
て
行

き
た
い
け
ど
本
人
が
行
き
た
が
ら
な
い
。

〇

本
人
が
、
病
院
か
ら
出
さ
れ
た
薬
を

飲
み
た
が
ら
な
い
。

家
族
の
方
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
迷
っ
て

い
る
と
き
に
、
同
じ
よ
う
な
立
場
の
家
族
同

士
が
、
お
互
い
の
悩
み
、
疑
問
、
失
敗
談
、

成
功
例
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
、
励
ま
し
あ

っ
た
り
、
支
え
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
は
ば
か
る
こ
と
な

く
話
し
合
え
る
仲
間
づ
く
り
の
場
で
す
。
悩

み
の
あ
る
方
は
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時：

毎
月
第
2
金
曜
日

午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時
ま
で

▼
場
所：
葛
城
市
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象：
市
内
に
お
住
ま
い
の
精
神
障

害
者
を
抱
え
る
家
族
の
方

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

精
神
疾
患
を
お
持
ち
の

ご
家
族
の
方
へ

當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

現
在
、
老
人
医
療
受
給
資
格
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
18
年
7
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
、
8

月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
7
月
下
旬
に
受
給
資

格
証
と
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

同
封
の
案
内
に
従
っ
て
市
民
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
も
医

療
費
を
助
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
な
お
、
申
請
書
類

を
提
出
さ
れ
て
も
、
審
査
の
結
果
、
該
当

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
承
知
く

だ
さ
い
。）

現
在
、
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
で
、
左
記
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
各
自
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
、

８
月
以
降
に
資
格
喪
失
す
る
方
に
は
別
途

ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
老
人
医
療
受
給
資
格
要
件
（
い
ず
れ
の

要
件
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
）

●
年
齢
要
件：

生
年
月
日
が
昭
和
11
年
８
　

月
2
日
〜
昭
和
15
年
7
月
31
日
の
方

●
所
得
要
件：

平
成
18
年
度
市
町
村
民
税

所
得
割
が
非
課
税
（
同
一
住
民
票
の
世
帯

員
全
員
が
非
課
税
で
、
か
つ
、
税
扶
養
・

保
険
扶
養
の
扶
養
義
務
者
が
い
る
場
合
は

そ
の
方
も
非
課
税
）

◎
詳
し
く
は
　
市
民
課
　
保
険
年
金
係
ま
で

老
人
医
療
受
給
資
格
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

経
済
的
な
理
由
（
被
保
険
者
本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
で
あ
る
。
ま
た
は
、
失
業

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
）

に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
し

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
7
月
か
ら
、
保
険
料
を
よ
り

納
付
し
や
す
い
環
境
と
す
る
た
め
、
従
来

か
ら
の
「
全
額
免
除
」
お
よ
び
「
半
額
免

除
（
1
／
2
納
付
）」
に
加
え
、「
1
／
4

免
除
（
3
／
4
納
付
）」
お
よ
び
「
3
／
4

免
除
（
1
／
4
納
付
）」
が
追
加
さ
れ
、
4

段
階
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
申
請
免
除
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
7
月
か
ら
受
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
市
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
承
認
期
間
は
7
月
（
ま
た
は
申
請
月

の
前
月
）
か
ら
翌
年
6
月
（
申
請
が
1
月

か
ら
6
月
の
場
合
は
、
そ
の
年
の
6
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
1
年
間
の

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
8
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
詳
し
く
は
市
民
課
　

保
険
年
金
係
ま
で

平
成
18
年
7
月
か
ら

多
段
階
免
除
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す
！
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春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

■
軟
式
野
球

優
　
勝
　
ブ
レ
ー
ブ
ス

準
優
勝
　
ク
ラ
イ
キ
ー
ズ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

第
3
位
　
モ
ッ
チ
ー
ズ

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
零

準
優
勝
　
新
庄
ス
タ
ー
ズ

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

○
男
子
の
部

優
　
勝
　
白
鳳
ヤ
ン
グ
　

準
優
勝
　
白
鳳
シ
ニ
ア

○
女
子
の
部

優
　
勝
　
新
庄
Ａ

準
優
勝
　
新
庄
Ｂ

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○
一
般
男
子

優
　
勝
　
生
野
恵
章
（
北
花
内
）、
山
本
　
勉
（
柿
本
）

準
優
勝
　
喜
多
　
聡
（
疋
田
）、
吉
川
定
養
（
疋
田
）

第
３
位
　
城
下
彦
弥
（
疋
田
）、
鈴
木
秀
雄
（
木
戸
）

〃
　
　
山
上
智
也
（
南
道
穂
）、
北
原
勝
正
（
林
堂
）

○
一
般
女
子

優
　
勝
　
城
下
和
賀
子
（
疋
田
）、
神
坂
由
枝
（
疋
田
）

準
優
勝
　
松
尾
妙
子
（
西
室
）、
山
中
登
子
（
南
花
内
）

第
３
位
　
平
山
敏
美
（
疋
田
）、
実
盛
か
お
る
（
北
花
内
）

○
中
学
生
男
子

優
　
勝
　
吉
村
一
貴
（
北
花
内
）、
吉
村
拓
馬
（
新
庄
）

準
優
勝
　
瀬
川
浩
輔
（
疋
田
）、
下
村
貢
平
（
南
道
穂
）

第
３
位
　
押
方
利
治
（
疋
田
）、
森
尾
　
潤
（
疋
田
）

〃
　
　
音
川
智
輝
（
葛
木
）、
安
田
貴
博
（
南
道
穂
）

○
中
学
生
女
子

優
　
勝
　
中
井
香
奈
（
木
戸
）、
石
田
友
里
（
染
野
）

準
優
勝
　
卜
田
亜
弥
（
加
守
）、
田
中
阿
紗
奈
（
當
麻
）

第
３
位
　
平
山
真
理
（
北
花
内
）、
坂
谷
　
藍
（
西
辻
）

〃
　
　
西
川
佳
織
（
太
田
）、
田
中
千
尋
（
新
在
家
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優
　
勝
　
宮
城
陽
一
（
中
戸
）、
小
林
秀
規
（
疋
田
）

準
優
勝
　
宇
野
慎
一
（
笛
堂
）、
菊
池
　
隆
（
尺
土
）

第
３
位
　
山
上
　
悟
（
北
花
内
）、
吉
田
陽
介
（
新
町
）

〃
　
　
佐
藤
信
次
（
北
花
内
）、
村
井
　
武
（
南
花
内
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優
　
勝
　
前
田
亜
貴
（
北
花
内
）、
小
林
美
貴
子
（
疋
田
）

準
優
勝
　
土
谷
真
美
（
北
花
内
）、
坂
井
鈴
子
（
竹
内
）

第
３
位
　
上
田
和
美
（
疋
田
）、
小
松
裕
美
（
北
花
内
）

〃
　
　
亀
田
直
子
（
新
町
）、
松
村
安
希
（
北
花
内
）

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優
　
勝
　
小
西
正
美
（
西
室
）、
赤
木
基
廷
（
疋
田
）

準
優
勝
　
浦
野
文
男
（
笛
堂
）、
宮
崎
　
奨
（
疋
田
）

第
３
位
　
井
上
隆
章
（
尺
土
）、
成
田
裕
嗣
（
尺
土
）

〃
　
　
上
田
泰
夫
（
加
守
）、
横
山
慎
也
（
長
尾
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優
　
勝
　
長
屋
和
子
（
尺
土
）、
中
嶋
恵
子
（
勝
根
）

準
優
勝
　
小
西
和
子
（
西
室
）、
浦
野
敏
栄
（
笛
堂
）

第
３
位
　
林
　
美
栄
子
（
南
今
市
）、
中
野
ト
キ
子
（
疋
田
）

〃
　
　
和
田
友
子
（
弁
之
庄
）、
吉
川
雅
子
（
笛
堂
）

○
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優
　
勝
　
高
谷
　
誠
（
加
守
）、
堀
川
純
世
（
北
道
穂
）

準
優
勝
　
佐
藤
信
次
（
北
花
内
）、
小
松
裕
美
（
北
花
内
）

第
３
位
　
宮
城
陽
一
（
中
戸
）、
下
久
保
理
恵
（
南
道
穂
）

〃
　
　
上
田
和
美
（
疋
田
）、
村
井
　
武
（
南
花
内
）

○
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優
　
勝
　
吉
田
　
夢
（
當
麻
）、
宮
内
麻
伊
（
長
尾
）

準
優
勝
　
小
西
正
美
（
西
室
）、
福
森
久
代
（
笛
堂
）

第
３
位
　
浦
野
文
男
（
笛
堂
）、
青
木
智
子
（
葛
木
）

〃
　
　
小
西
和
子
（
西
室
）、
山
田
早
織
（
南
今
市
）

○
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
大
川
　
慧
（
新
庄
）、
北
村
優
佳
（
北
花
内
）

準
優
勝
　
杉
井
公
美
（
北
花
内
）、
宇
野
菜
緒
子
（
加
守
）

第
３
位
　
和
田
千
波
（
弁
之
庄
）、
坂
田
有
佐
（
寺
口
）

○
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
和
田
奈
由
（
竹
内
）、
吉
田
　
鈴
（
當
麻
）

準
優
勝
　
岡
　
鈴
香
（
加
守
）、
桝
井
友
加
里
（
加
守
）

第
３
位
　
和
田
毬
代
（
竹
内
）、
横
山
恵
里
香
（
長
尾
）

〃
　
　
塚
原
菜
緒
（
當
麻
）、
川
本
麻
衣
（
加
守
）

■
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
７
U
P

準
優
勝
　
当
麻
ひ
ま
わ
り

第
３
位
　
新
庄
ク
ラ
ブ

〃
　
　
當
麻
ク
ラ
ブ
　

■
テ
ニ
ス

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
市
川
雄
治
（
中
戸
）、
堀
田
晋
也
（
疋
田
）

準
優
勝
　
吉
田
尚
史
（
疋
田
）、
小
林
弘
明
（
林
堂
）

第
３
位
　
中
　
公
宏
（
疋
田
）、
吉
村
裕
也
（
新
庄
）

〃
　
　
大
賀
美
洋
一
（
薑
）、
藤
田
敏
之
（
薑
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
堀
田
明
美
（
疋
田
）、
西
川
雅
子
（
北
花
内
）

準
優
勝
　
角
倉
多
恵
子
（
長
尾
）、
坂
倉
佳
代
（
長
尾
）

第
３
位
　
山
下
夫
佐
子
（
竹
内
）、
西
田
潮
栄
（
八
川
）

〃
　
　
白
井
信
子
（
八
川
）、
中
　
真
紀
子
（
疋
田
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
中
　
公
宏
（
疋
田
）

準
優
勝
　
吉
田
尚
史
（
疋
田
）

第
３
位
　
竹
橋
一
馬
（
葛
木
）、
吉
村
裕
哉
（
新
庄
）

○
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
水
本
雅
英
（
北
花
内
）、
西
川
雅
子
（
北
花
内
）

準
優
勝
　
竹
橋
正
明
（
葛
木
）、
堀
田
明
美
（
疋
田
）

第
３
位
　
中
　
公
宏
（
疋
田
）、
白
井
信
子
（
八
川
）

〃
　
　
酒
井
克
子
（
疋
田
）、
本
井
孝
純
（
疋
田
）

■
柔
道

○
一
般
男
子

優
　
勝
　
青
木
将
義
（
長
尾
）

準
優
勝
　
岡
島
俊
夫
（
疋
田
）

第
３
位
　
重
安
猛
司
（
林
堂
）

○
高
校
生
男
子

優
　
勝
　
田
中
隆
佑
（
長
尾
）

準
優
勝
　
巽
　
克
弘
（
脇
田
）

第
３
位
　
森
川
眞
伍
（
竹
内
）

〃
　
　
中
澤
　
深
（
北
花
内
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優
　
勝
　
高
橋
信
匡
（
加
守
）

準
優
勝
　
深
田
　
進
（
兵
家
）

第
３
位
　
鷲
見
隆
男
（
長
尾
）

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
蔵
内
　
隆（
西
辻
）
森
本
幸
代（
疋
田
）寺
岡
　
茂（
加
守
）

y
村
弘
子（
南
今
市
）福
井
静
子（
兵
家
）

準
優
勝
　
石
橋
宗
忠（
新
在
家
）池
田
せ
き
子（
西
辻
）林
本
通
子（
西
辻
）

南
島
忠
一（
北
花
内
）福
井
静
子（
弁
之
庄
）藤
田
房
夫（
新
在
家
）

第
３
位
　
y
藤
　
潔（
忍
海
）
福
森
淳
子（
弁
之
庄
）黒
川
幸
子（
疋
田
）

山
本
明
光（
新
在
家
）勝
浦
光
彦（
尺
土
）
z
橋
幸
子（
加
守
）

（
体
育
振
興
課
）

（
敬
称
略
）
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現在、実施されている個別基本健康診査（大腸がん検診を含む）の実施医療機関が追加されま
した。
まだ、受診されていない方は、自己の健康管理の良い機会となりますので、ぜひ受診しましょう。

◆期 間： 平成18年9月末まで　※休診日を除く午前中
◆受診場所： 板橋医院　鵜山医院（新庄） 小泉医院　塩田医院 庄田クリニック

関谷外科胃腸科　中谷医院　堀内医院　安田クリニック　山本医院
　　　：今回追加された医療機関です。

◆対 象 者： 市内在住の40歳以上の方（前立腺がん検診は50歳以上の男性）
◆費 用： 2,000円（内　大腸がん検診　500円）

前立腺がん検診は500円
※　70歳以上の方は無料
※　市民税非課税世帯・生活保護受給世帯の方は無料になりますが、事前に手続きが必要です。
◆申込方法：新庄健康福祉センターまたは當麻保健センターまで、受診票をとりにお越しください。
＊9月は基本健診の受診者が増加し、医療機関の混雑が予想されます。既に受診票をお持ちの方
は早めの受診を心がけてください。

広報「 」平成18年7月号

☆ 健康相談
●日時：7月13日（木）・28日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：7月26日（水）・27日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター

◆日時：7月11日（火）・12日（水）
◆受付：午前10時～午前11時
◆場所：當麻保健センター

●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

個別基本健康診査（大腸がん検診含む）の
実施医療機関の追加のお知らせ

9月・10月に當麻保健センターにおいて実施される、集団基本健康診査のご案内は、
8月号広報にてお知らせします。

6月2日から、市内11の保育所（園）・幼稚園において健康教室を実
施しています。今年のテーマは「野菜」。園児たちは、管理栄養士か
らのクイズを通して野菜の大切さや健康づくり推進員さんにも手伝っ
てもらって1日に必要な野菜の量を「手ばかり栄養法」※ で学習してい
ます。
園児にとって1日に必要な野菜の量は、子どもの両手に8杯（240g）

です。一見、量の多さに驚きますが、茹でるなど火を通すと少なくな
ります。食生活は子どもの頃からの習慣が大切です。家族みんなで野菜を
たくさん食べるように心がけましょう！

※「手ばかり栄養法」とは、手を秤
はかり

に見たて、手軽に適切な量を計る方法
です。

●●●幼稚園・保育所（園）健康教室●●●
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●
世
代
間
交
流

地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
･
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
に
、
月
に
１
回
遊
び
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

折
り

紙
や
編

み
物
、

す
っ
か

り
昔
の

遊
び
と

な
っ
た

独
楽
こ

ま

回

し
や
お

手
玉
な

ど
を
教

え
て
い

た
だ
い

て
い
ま

す
。
裁

縫
の
得
意
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ま
ま
ご
と

遊
び
の
ス
カ
ー
ト
や
エ
プ
ロ
ン
も
縫
っ
て
く

だ
さ
い

ま
し
た
。

子
ど
も

た
ち
は
、

お
年
寄

り
の
温

か
い
雰

囲
気
を

肌
で
感

じ
な
が

ら
、
こ

の
ひ
と

と
き
を

楽
し
ん

で
い
ま

す
。

核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
で
、
最
近
の
子

ど
も
た
ち
は
人
と
か
か
わ
る
機
会
や
経
験
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
園
で
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
様
々
な

体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
異
年
齢
交
流
「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」
他

入
園
間
も
な
い
時
期
か
ら
、
５
歳
児
が
３

歳
児
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
に
始
ま
り
、
荷
物
の
片
づ
け
の
手
伝
い
や

泣
い
て
い
る
子
へ
の
声
か
け
な
ど
、
さ
す
が

に
５
歳
児
、
大
活
躍
で
す
。
遠
足
で
は
異
年

齢
が
共
に
お
弁
当
を
開
き
、
運
動
会
で
も
共

に
活
動
を
し
ま
す
。

異
年
齢
の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の

心
の
絆
を
確
か
に
結
び
、
互
い
を
大
切
に
す

る
心
を
養
い
ま
す
。

●
保
育
参
加

お
父
さ
ん
･
お
母
さ
ん
た
ち
が
園
を
訪
れ
、

絵
本
を
読
ん
だ
り
特
技
を
披
露
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
す
る
「
保
育
参
加
」
も
、
子
ど
も
た

ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
昨
日
来
て
く

れ
た
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
な
ぁ
！
」「
今
日
は
○
○
君
の
お
母
さ

ん
が
来
て
く
れ
る
よ
！
」
と
大
喜
び
で
す
。

保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
一
時
を
楽

し
み
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
自
分
に
も
色
々

な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
喜
び
を
感
じ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
と
共
に
子

育
て
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
　
　

地
域
の
中
の
幼
稚
園
と
し
て
、
地
域
･
家

庭
･
幼
稚
園
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
確
か
な
成
長
を
願
い
、
み
ん

な
で
子
育
て
を
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
は
昭
和

54
年
に
一
年
保
育
で
開
園
し
、
平
成

２
年
よ
り
二
年
保
育
、
平
成
14
年
よ

り
三
年
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
園
児
数
は
１
７
３
名

で
、
３
〜
５
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
通
園
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
を
「
明
る
く

元
気
な
子
、
友
だ
ち
と
仲
よ
く
遊
び

助
け
合
う
子
、
自
分
の
思
い
や
感
じ

た
こ
と
を
話
せ
る
子
、
最
後
ま
で
が

ん
ば
る
子
」
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

葛城市教育ニュース葛城市教育ニュース
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死
亡
ひ
き
逃
げ
事
故

事
件
発
生
か
ら
ま
も
な

く
5
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

犯
人
逮
捕
に
結
び
つ
く

情
報
提
供
者
に
ご
両
親
が

謝
礼
金
を
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事
故
の
概
要

○
日
時：

平
成
13
年
12
月
13
日(

木)

雨
の
日
の
夕
方
5
時
前

○
場
所：

広
陵
町
馬
見
中
４
丁
目
交
差
点(

畿
央
大
学
南
西
側)

○
容
疑
車
両：

貨
物
自
動
車(

2
ｔ
〜
4
ｔ
く
ら
い
の
ト
ラ
ッ
ク)

○
被
害
者：

東
本

友
紀

ち
ゃ
ん(

当
時
6
歳：

幼
稚
園
年
長
組)

○
情
報
連
絡
先：

高
田
警
察
署
1(

22)

0
1
1
0(

代
表)

メ
ー
ル
（
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

ま
で
。

女性被害を防止するために女性被害を防止するために
チカンやひったくり、ストーカー・ＤＶなど女性は犯罪の標的にされがちです。犯

罪から自分の身を守るためには、日常の生活の中でどのような犯罪に危険があるのか、
どのように対処すればよいのかを、ふだんからしっかり理解しておくことが大切です。

●帰宅途中でのチカン・暴行事件
夕方から深夜にかけて、歩行中の女性をねらった性犯罪が増えています。手口の特徴は、あらかじめ明るい

場所でターゲットを決め、先回りして待ち伏せたり、後をつけてきて暗い道に入ったときに襲うといったもの
です。ですから、明るい道にいるときから油断はできないといえます。

チカン・暴行から身を守るためのポイントは
◆防犯ブザーを携帯しましょう◆

犯罪者は、相手の警戒心が強いと思えば自ら避けていくものです。
防犯ブザーは、何時も身体に付けるなど被害に直面した時に直ぐ使える状態にして持ちましょう。

◆人通りの多い、明るい道路を選びましょう◆
夜間帰宅などするときは、出来るだけ人通りの多い、明るい道路を利用しましょう。

◆一人での帰宅は、出来るだけしないように心掛けましょう◆
一人でいる女性が狙われやすいので出来るだけ交通機関を利用し、最寄りのバス停などから自宅まで　
は、家族の方などに迎えに来てもらうなど一人での帰宅をしないように心掛けましょう

◆襲われてしまったら、とにかく大声を出す等して助けを求めましょう◆
背後から急に抱きついてこられた場合は、とにかく大声で「助けて」と叫ぶなど抵抗しながら逃げて
近くの家か店に助けを求めましょう。

●バス内でのチカン事件
朝の通勤時や帰宅ラッシュ時に多く発生するチカン被害。あなたも電車

の中で不安な思いをしたことはないでしょうか？
犯罪者の多くは、乗車前にターゲットを決め、女性が車両に乗る瞬間に

近づいてきます。そして偶然を装いながら側に来て、警戒していないこと
を確かめてから犯行に及ぶのです。

チカンにあわないためのポイントは
◆乗車する場所を選ぶ◆

犯行場所の多くは、車両の奥やドア付近です。発見されやすい
座席の前に立ち、手荷物などでからだをガードするようにしまし
ょう。

◆被害にあったら大声を出す◆
違和感があったら、勇気を出して大声で周囲の人達に助けを求

めてください。防犯ブザーを鳴らしてもいいでしょう。そして、
すぐに駅員や警察に通報してください。

もし被害にあった時は、一人で悩まず、家族や信頼のできる人、警察に早めに相談
してください。

（高田警察署　1（22）0110）

広報「 」平成18年7月号
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事故のない事故のない、、楽しい楽しい「「花火花火」」
夏の夜空を彩る、花火のシーズンがやってきました。
ところが、毎年夏になると必ずと言っていいほど花火による事故が起こっています。

☆☆楽しい花火をする時は楽しい花火をする時は、、
必ず次のことに注意しましょう必ず次のことに注意しましょう。。

１．燃え易い物の近くでしないようにしましょう。
２．子供達だけでしないようにしましょう。
３．花火をほぐしたり、何本もまとめて点火しないよ　
うにしましょう。

４．必ず水の入ったバケツを準備しましょう。
５．風の強い時はやめましょう。
６．注意書を必ず読んでから遊びましょう。

「「出さない！水の犠牲者出さない！水の犠牲者」」
夏を迎え、水による事故が心配な季節です。

☆☆水による犠牲者を出さないため水による犠牲者を出さないため、、
次のことに注意しましょう次のことに注意しましょう。。

１．子供達だけで、川や池で遊ばせないようにしましょう。
２．危険な川や池に近よらないようにしましょう。

奈良県遊技業協同組合から奈良県遊技業協同組合から
〝消防指令車〟１台寄贈〝消防指令車〟１台寄贈

このたび、葛城市消防本部に奈良県遊技業協同組合（理事長　金田元吉氏）のご好意により、消防指令車　
（トヨタ　カルディナ4ＷＤワゴン）1台が寄贈されました。
奈良県遊技業協同組合は、毎年収益の

一部を社会福祉に還元されており、今回
の贈呈となったものです。
この消防指令車の配備により、さらな

る消防活動の充実が期待されます。

（消防署）

広報「 」平成18年7月号

▽▼１１１１１１１１９９９９ココココーーーーナナナナーーーー▲△ 5 月 中 火災…１件　救急…１０５件　救助…　３件
本年の累計　 火災…３件 救急…５３２件　救助…１１件

 

「葛城市地域防災計画」完成
合併後、地域の防災、市民の安全確保のため葛城市としての地域防災計画の策定作業を進めてきましたが、

今回県との協議が整いましたのでお知らせします。なお、この計画については葛城市のホームページの防災欄
に掲載しております。また、閲覧用として新庄図書館、當麻図書館及び新庄庁舎・総務財政課にも置いており
ますので、ご覧ください。

（総務財政課）
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7月6日～8月7日 

7月6日～8月7日 

7月1日～8月5日 

新庄文化会館（マルベリーホール） 

展示室（マルベリーホール） 

69-4646 

0729-98-2153

7/29（土） 

8/3～8/7

葛城市立新庄図書館「絵本講座」 

里山紀行(生駒・葛城山系)

関係者 

無　料 

葛城市立新庄図書館 

ＪＰＡ　青井洋子 

期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

未　　定 

未　　定 

當麻文化会館 

   7 

  8

  2 

  4

日 

金 

歌謡連合会発表会 

白鳳中学校映画会 

無　料 

関係者 

歌謡連合会 

葛城市立白鳳中学校 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

13：30～15：30 

13：00～16：00 

13：00～16：30 

  9：00～17：00 

  9：00～12：00

69-3001【人権政策課】 

 

69-2387 

69-3830 

69-3301

  7

  8

  8 

16 

17 

  6 

  7

土 

日 

月 

日 

月 

葛城市差別をなくす市民集会 

ピアノ発表会 

音聴箱コンサート（ピアノ発表会） 

ピアノ発表会 

新庄中学校平和学習 

無　料 

無　料 

無　料 

無　料 

関係者 

葛　城　市 

西川芳美 

小井谷ふみ子 

ピノキオ会 

葛城市立新庄中学校 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

10：00～12：00

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 

 2  3  4  5  6  7  8  9 101112131415161718192021222324252627282930 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 101112131415161718192021222324252627282930

31

31

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 

 4

 4

月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

 3

 3

 4

 4

 5

 5 1

は休館日 休
館
日 

新庄文化会館 
當麻文化会館 

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　169－4600　當麻文化会館　148－5000 
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。 
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。 
　詳細については、主催者にお問い合わせください。 

3日　　13:00～18:00 
4～6日　9:00～18:00 
7日　　  9:00～12:00

48-2054

「まちの達人さん」紹介！　～生涯学習人材バンク～ 
 
「まちの達人さん」紹介！　～生涯学習人材バンク～ 
 　市内在住・在勤で豊かな知識・経験・技能などを持っておられるみなさんに、ボランティア活動として学校 
教育や社会教育のお手伝いをいただく、平成18年度の生涯学習人材バンク「まちの達人さん」の登録が下記の 
とおり完了しましたので、お知らせします。 
　市内で自主的に活動されている団体・グループ・サークルなどで講師をお探しの場合は、この人材バンクを 
是非ご利用ください。詳しくは、生涯学習課（148-2811）までお問い合わせください。 

  1 
  2 
  3 
  4 
  5 
  6 
  7 
  8 
  9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19

小泉聡子 
阪本上子 
上田かつみ 
谷口美紀 
増井和代 
角尾英代 
岩下洋一 
村上梅香 
木田尚正 
筒井壽子 
木田尚斗 
児島章子 
飯田俊昭 
高田潤一 
森本眞司 
吉村正好 
渡本詔司 
平松泰郎 
田畑正雄 

英会話 
歌謡（カラオケ） 
ピアノ 
アロマセラピー 
大正琴 
ポーセラーツ（手芸） 
森林インストラクター・自然観察会 
生花 
バスケットボール（中学） 
新舞踊と盆踊り 
バスケットボール・トレーニング 
シルバーアクセサリー 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
囲碁・インド、中国思想哲学 
囲碁 

氏　　　　名　　　　　　 指　導　分　野 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38

森岡久幸 
堀脇純子 
生野悦子 
木村匡子 
川A洋子 
榊　芳弘 
原田幹雄 
福本育子 
佐藤良介 
熨斗昌秋 
東野清夫 
弓場定雄 
楠　千幸 
酒瀬川亜由子 
實盛かおる 
田畑滋久 
平山典子 
井森明美 
佐野由美 

囲碁 
園芸 
園芸 
農産加工 
アロマテラピー 
バレーボール（小・中学生） 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
囲碁 
学校安全支援 
学校教育支援 
バスケットボール 
ソフトテニス 
面白理科実験・インターネット 
書道 
演劇指導 
漢字（ことば、故事成語） 

氏　　　　名　　　　　　 指　導　分　野 
(順不同・敬称略)
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◎5月より當麻図書館の休館日が第1・3水曜日及び毎週木曜日になりました。 
◎お問い合わせ　  新庄図書館　169－4646　當麻図書館　148－6000

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 

 2  3  4  5  6  7  8  9 101112131415161718192021222324252627282930 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 101112131415161718192021222324252627282930

31

31

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 

 4

 4

月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

 3

 3

 4

 4

 5

 5 1

休
館
日 

は整理休館日 

新庄図書館 
當麻図書館 

は休館日 

広報「 」平成18年7月号

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
王様の速読術 斉藤　英治 ○
日本版401k完全導入マニュアル 北村　庄吾 ○
オトコの子育て講座 青木　匡光 ○
はじめての仏像 宮沢　やすみ ○
まっすぐな線が引ければ字はうまくなる 高宮　暉峰 ○
そのへんを まど　みちお ○
余韻を聞く 白洲　正子 ○
ハナさん 森山　京 ○
気分は名探偵 我孫子　武丸　ほか ○
インディアナ、インディアナ レアード・ハント ○
★理科のなぞ 佐々木　昭弘 ○
★実物大恐竜図鑑 デヴィッド・ベルゲン ○
★まるまるだんごむし 須田　孫七 ○
★親子でつくる粘土のかわいい仲間たち 創遊舎 ○
★樋口裕一のカンペキ作文術 樋口　裕一 ○
★であってどっきり 工藤　直子 ○
★ミシシッピがくれたもの リチャード・ペック ○
★玉井 白石　皓大 ○
★声の森 ひろかわ　さえこ ○　
★マッチ売りの少女 クヴィエタ・パツォウスカー ○

77 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
ごご
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

7
月
8
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

て
の
ひ
ら
を
太
陽
に
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
新
庄
図
書
館

日
時：

7
月
22
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
へ
び
の
食
い
合
い

紙
芝
居
…
に
げ
た
く
れ
よ
ん

大
型
絵
本
…
9
9
9
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い

絵
　
本
…
つ
よ
さ

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
豆
の
上
に
寝
た
お
ひ
め
さ
ま

絵
　
本
…
王
さ
ま
と
九
人
の
き
ょ
う
だ
い

絵
　
本
…
バ
ス
に
の
っ
て

紙
芝
居
…
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
と
キ
ツ
ネ

★
當
麻
図
書
館

日
時：

7
月
23
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
部
屋

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
ア
イ
ス
が
い
っ
ぱ
い

絵
　
本
…
あ
り
が
と
う
の
え
ほ
ん

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
か
に
か
に
、
こ
そ
こ
そ

絵
　
本
…
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

気候変動＋２℃
山本　良一／責任編集

むしサッカー
はらっぱカップ
杵川　　希／文
近藤薫美子／絵

世
界
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
。
地
球
の
気
温
が
、
１
℃
上
昇
す
る
と
、

高
山
の
氷
河
や
北
極
の
海
氷
が
融
け
サ
ン
ゴ

が
白
化
し
ま
す
。
２
℃
上
昇
す
る
と
、
世
界

で
穀
物
生
産
が
低
下
し
食
料
価
格
が
増
大
す

る
な
ど
、
本
書
は
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す

環
境
変
化
や
社
会
経
済
へ
の
影
響
を
切
実
に

伝
え
て
い
ま
す
。

緑
の
ム
シ
た
ち
ミ
ド
リ
ス
、
黒
い
ム
シ
た

ち
ク
ロ
ッ
コ
。
2
チ
ー
ム
が
熱
い
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
は
ら
っ
ぱ
カ
ッ
プ
を
手
に
す

る
の
は
？
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
く
の
は
？

ゆ
か
い
で
個
性
的
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
観

客
席
を
う
め
つ
く
す
大
興
奮
の
虫
た
ち
が
細

か
く
描
か
れ
て
い
て
、
ム
シ
や
サ
ッ
カ
ー
が

得
意
で
な
く
て
も
思
わ
ず
ひ
き
こ
ま
れ
る
楽

し
い
迫
力
い
っ
ぱ
い
の
絵
本
で
す
。
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歴歴
史史
博博
物物
館館
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
18
年
度
夏
季
企
画
展

「
お
初
に
お
め
に
か
か
り
ま
す

ー
新
収
蔵
品
展
ー
」

開
館
以
来
、
博
物
館
で
は
様
々
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
資
料
の
受
け
入
れ
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ん
な
新
し
い
仲

間
達
を
紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。

▼
期
　
間：

7
月
29
日(

土)

〜
9
月
3
日(

日)

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
入
　
場：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
4
回
）

「
身
の
ま
わ
り
の
み
ん
ぞ
く
学
」

▼
日
　
時：

7
月
8
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

鹿
谷
　
勲
氏

（
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
学
芸
課
主
幹
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

1
（
64)

１
４
１
４
ま
で
。

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

7
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

税
の
納
期

7
月
は
、

▼
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
第
1
期
・
全
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
第
1
期
分

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
7
月
31
日(

月)

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

の
日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

葛
城
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

葛
城
市
内
の
中
小
企
業
者
が
安
定
な
経

営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
経
営
安
定

の
為
の
「
運
転
資
金
」、
近
代
化
に
必
要

な
「
設
備
資
金
」、
の
資
金
融
資
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で

第
11
回
か
つ
ら
ぎ

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

▼
テ
ー
マ：

冒
険
王
に
君
は
な
る
！
！
　

〜
自
然
体
験
ス
ク
ー
ル
〜

▼
日
時：

7
月
29
日(

土)

午
前
9
時
30
分

（
受
付
9
時
）

〜
30
日(

日)

午
後
5
時

（
当
日
雨
天
決
行
）

▼
集
合：

大
和
高
田
市
役
所
駐
車
場

▼
場
所：

奈
良
県
立
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

〒
6
3
2-

0
2
3
1

奈
良
市
都
祁
吐
山
町
2
0
4
0
番
地

1
0
7
4
3-

8
3-

0
5
0
8

▼
参
加
資
格：

葛
城
市
・
大
和
高
田
市
・
　

御
所
市
・
香
芝
市
・
広
陵
町
の
小
学
校
　

4
〜
6
年
生
の
児
童

▼
募
集
人
数：

56
人

（
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
方
法：

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
切：

7
月
10
日(
月)(

当
日
到
着
分
有
効)

▼
参
加
費
用：

2
、
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ：

〒
6
3
5-

0
0
9
5

大
和
高
田
市
大
中
1
0
6-

2

経
済
会
館
2
F

1(

22)

2
6
8
9
・
FAX(

23)

2
5
4
1

(

社)

葛
城
青
年
会
議
所
　
夢
ひ
と
づ
く
り
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

http://w
w
w
.katsuragi-jc.org/

ま
で
。

図
書
館
手
づ
く
り
講
座
　

「
絵
て
が
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

ゴ
ム
風
船
を
自
分
で
膨
ら
ま
せ
、
い
ろ

い
ろ
な
大
き
さ
や
色
柄
を
表
情
豊
か
に
描

き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時：

7
月
22
日(

土)

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
　
研
修
室

▼
講
師：

丹
後
き
よ
の
氏(

日
本
絵
て
が
み
協
会)

▼
定
員：

大
人
・
子
ど
も
　
計
30
名

お
子
さ
ま
の
年
齢
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
材
料
費：

1
0
0
円

▼
申
込
み：

材
料
費
を
添
え
て
、
當
麻
図
書
館
ま
で

◎
詳
し
く
は
當
麻
図
書
館

1
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
7
月
17
日
（
月：

海
の
日
）
は
祝
日
　

で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田
。

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

け
は
や
ま
つ
り
開
催

葛
城
市
観
光
協
会
主
催
の
け
は
や
ま
つ

り
が
、
相
撲
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
け
は

や
法
要
、
各
種
催
し
な
ど
行
い
ま
す
。

▼
日
時：

７
月
23
日(

日)

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
所：

葛
城
市
相
撲
館

▼
内
容：

・
け
は
や
法
要
　
現
役
力
士
安
全
祈
願

並
び
に
物
故
力
士
追
善
法
要

・
け
は
や
甚
句
ラ
イ
ブ
・
バ
ザ
ー

・
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

・
け
は
や
餅
の
無
料
配
布

・
有
名
力
士
手
形
く
ら
べ
　
な
ど

(

け
は
や
ま
つ
り
に
来
ら
れ
る
方
は
、
当

日
、
相
撲
館
の
駐
車
場
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
、
當
麻
庁
舎
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎

し
ま
す
。）

け
は
や
ま
つ
り

わ
ん
ぱ
く
相
撲
選
手
募
集

け
は
や
ま
つ
り
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
選
手

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時：

７
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
、
葛
城
市
相
撲
館
集
合

▼
募
集
要
項：

葛
城
市
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生
の
男
女

▼
競
技
種
目：

各
学
年
別
の
個
人
戦
　

▼
申
込
締
切
り：

７
月
15
日
（
土
）

▼
そ
の
他：

募
集
人
数
は
約
50
名
で
す
。
50

名
に
な
り
次
第
申
込
を
締
め
切
り
ま
す
。

※
参
加
賞
、
入
賞
者
に
は
記
念
品
あ
り

▼
申
込
方
法：
℡
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

葛
城
市
相
撲
館
　
1
（
48
）
４
６
１
１

FAX
（
48
）
８
１
９
６

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
相
撲
館
ま
で
。

毎
週
火
・
水
の
休
館
日
は
農
林
商
工
課
ま
で
。
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7月は河川愛護月間です。大和川水環境協議会からのお知らせ。 

大和川で「生活排水対策社会実験」を行います。 7月 28 金 29 土 30 日 
子どもたちが、いきいきと水しぶきを上げて遊べる 

大和川をとり戻すために、まず3日間、家庭からの汚れた 
生活排水を少なくする取り組みをお願いします。 

子どもたちが、いきいきと水しぶきを上げて遊べる 
大和川をとり戻すために、まず3日間、家庭からの汚れた 
生活排水を少なくする取り組みをお願いします。 

　大和川の汚れの原因の80％以上は、 
台所やお風呂、洗濯などの家庭から 
出る生活排水です。 
　だから、各家庭で汚れた生活排水 
を少しずつ減らすことで、大和川の 
水をきれいにすることができます。 

たとえばこんな工夫で、 
汚れた生活排水を 

減らすことができます。 

お問い合わせ：（事務局）国土交通省　近畿地方整備局　大和川河川事務所　1072-971-1381

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

7
月
2
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
　
所：

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先：

1
（
48
）
４
４
１
７

▼
日
　
時：

7
月
22
日(

土)

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先：

1
（
69
）
２
８
７
７

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市

計
画
課
ま
で
。

平
成
18
年
度
自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格：

「
防
衛
大
学
校
学
生
」
・

「
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
」
・
「
航
空
学
生
」

●
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
者

「
看
護
学
生
」

●
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
24
歳
未
満
の
者

「
一
般
曹
候
補
学
生
」

●
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

「
曹
候
補
士
」

「
２
等
陸
・
空
・
海
士
」

●
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▼
受
付：

８
月
上
旬
か
ら

▼
試
験：

９
月
中
旬
か
ら

（
募
集
種
目
ご
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
細
部

日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

★
採
用
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
・
日
時：

・
大
和
高
田
市
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
…
７
月
8
日(

土)

・
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館
…
７
月
22
日(

土)

・
橿
原
募
集
事
務
所
…
常
時
実
施

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
募
集
事
務
所

1
０
７
４
４
（
27
）
９
６
０
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求
が
で
き
ま
す
。

奈
良
地
方
連
絡
部
U
R
L

（
Ｐ
Ｃ
用
）

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

（
i
モ
ー
ド
用
）

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

/i-top.htm

ま
で
。

“
体
感
”
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会

夏
休
み
の
一
日
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線

（
山
梨
県
都
留
市
）
で
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
の
試
乗
や
見
学
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

す
。（
た
だ
し
、
走
行
試
験
の
都
合
に
よ
り

試
乗
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

▼
日
　
程：

7
月
28
日
（
金
）
日
帰
り

▼
対

象：

県
内
在
住
の
小
学
生
（
複
数
　

可
）
と
そ
の
保
護
者
（
1
名
）
を
1
組
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
の
試
乗
会
経
験

者
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員：

55
名

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。（
当
選
決
定
以
外
の
方
の
試

乗
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
参
加
費
用：

大
人
１
２
、
０
０
０
円

小
人
　
６
、
０
０
０
円

▼
感
想
文
等：

8
月
末
に
、
お
子
さ
ま
の

試
乗
会
感
想
文
又
は
図
画
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法：

7
月
7
日
（
金
）（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
希
望
親
子

1
組
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
お
子
さ
ま
の
学
校
名
及
び
学
年

を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
〒
6
3
0-

8
5
0
1

奈
良
市
登
大
路
町
30

奈
良
県
庁
　
交
流
政
策
課
内

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会

1
0
7
4
2(

27)

8
4
8
3(

直
通)
ま
で
。

市
営
住
宅
入
居
者
の

募
集
に
つ
い
て

▼
募
集
内
容：

八
川
（
1
戸
）

▼
入
居
資
格：

【
葛
城
市
市
営
住
宅
条
例
に

よ
る
条
件
を
具
備
す
る
方
】

○
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

（
※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
不
可
）

○
基
準
月
収
が
20
万
円
以
下
の
方

○
平
成
18
年
７
月
10
日
に
お
い
て
3
ヶ
月

以
上
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
、
勤
務
場

所
を
有
す
る
方

○
市
税
、
水
道
料
金
等
に
滞
納
の
な
い
方

▼
注
　
　
意：

○
入
居
に
伴
う
保
証
人
は
、
市
内
に
居

住
し
、
か
つ
入
居
決
定
者
と
同
等
以
上

の
収
入
を
有
す
る
者
と
し
ま
す
。

○
敷
金
は
家
賃
の
3
ヶ
月
分
と
し
ま
す
。

○
家
賃
は
入
居
家
族
全
員
の
収
入
合
計

で
計
算
し
ま
す
。

○
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
現
地
見
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
管
理
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間：

7
月
10
日(

月)〜
7
月
24
日(

月)

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

管
理
課(

新
庄
庁
舎)

ま
で
　

（
※
土
日
祝
を
除
く
）

▼
申
込
書：

7
月
3
日
よ
り
、
管
理
課

(

新
庄
庁
舎)

・
農
林
商
工

課(

當
麻
庁
舎)

で
配
布
し

て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
管
理
課
ま
で
。

団地名 家賃 見　学　会
八　川 19,600円から 7月12日（水）
（１戸） 32,400円の間 午前10～12時まで

団地名

八　川
（１戸）

家　賃 見　学　会

19,600円から
32,400円の間

7月12日（水）
午前10～12時まで
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◆人口　３５，７０５人　◆世帯数　１２，１７０戸 

◆男　１７，２３６人　◆女１８，４６９人　 

　　　　　　　　　　　　 ２００６年６月１日現在 

7月   July

●日時　7月13日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　7月20日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　7月27日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
1 69-3001

●日時　7月20日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　7月27日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　1 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市本町1397

香芝市役所
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（124-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


